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要 旨 林道沿いの露頭は比較的安全なため地質の観察会や実習として有効に利用されるが，崩落の危険が

ある場所について通行の安全を図るために法面保護工事を施工した結果，露頭が観察できなくなることがあ

る．法面施工現場において工事設計前に林道管理者と有識者が連携して細部にわたりすり合わせを行うこと

により，利用者の安全が確保されれば，法面を部分的に露出させることが可能である．今回，林道の通行の安

全を確保した上で教育活動および研究活動十甫要な露頑を観察できるように，地域の自然を普及している博

物館と林道管理者である千葉県中部林業事務所が，千築県君津市清和県民の森の林道法面保股工事について

計画段階から法面利用について協力を行ったので，その事例を紹介する．

キーワード：露頭の保護，林道管理者，博物館，法面，利用者の安全

ある地域の地質を見学する際に林道沿いの露頭は川

沿いや登山道よりも移動が容易かつ安全なため，調査

研究の目的以外にも観察会や巡検ルートとして有効に

活用される． しかし，崩落の危険がある場所について

は林道管理上，モルタル吹き付けなどの法面保護工事

を施工せざるをえない．通常の法面保護工事では蕗頭

全体を覆い尽くしてしまうような吹き付け工事が行わ

れることが多く，その結果として露頭が観察できなく

なることがある．

今回，地域の自然を調べてその研究成果を観察会な

どを通じて県民に教育普及している千葉県立中央博物

館と林道管理者である千葉県中部林業事務所は，千葉

県君津市清和県民の森の林道法面保護工事について計

画段階から打ち合わせを行い，林道の通行の安全を確

保した上で教育普及活動および研究活動上重要な蕗頭

を残す設計·施工の試みを行った．その事例および林

道沿いの法面を利用した活動事例を紹介する．

清和県民の森区県有林での事例

今回紹介する清和県民の森における事例の林道を図

1 に示す．

1. 林道高宕支線

本線では新第三紀中新世～鮮新世に海底で堆梢した

砂岩・泥岩を主体とする三浦層群天津層，清澄層，安 図 1. 位置図．星印と 1叉1番号は後述する地点を示す．
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図 2. 林道高宕支線 a: 崩落前 ( 1 996 年 1 0 月
26 日撮影） • b: 崩落後の様子．白丸部が崩壊し
た. ( 1 996 年 11 月 2 0 日撮影） • c: 施工後の様
子．

野層が観察できる． これらはい く つかの正断層によっ

て非常に接近して露出する．さらにこの支線の終点

（南端）付近に向斜軸が存在するため，林道起点から終

点へ歩いた場合， 向斜軸の翼部から軸部に近づ＜に

伴って地層の傾斜が変化する様子を観察できるため，

ダイナミックな地殻変動によって生じた摺曲の様子を

一度に見学できるルートである．

ただし，本支線の起点付近の法面が西向きに露出す

るのに対して，地層の傾斜がおおよそ南西方向なた

め，岩盤が地層面に沿っ て路面側へ崩落しやすい状態

にある（図 2a, b). 

そこで現場で緊急に施工すべき箇所を検討し，

1 998 年に図 2c の ように崩落する可能性のある層準

を中心に部分的にモルタル吹き付け工事を行った． こ

れによって法面を全面施工することが回避されたの

で，現在でも多くの地層を観察できるルートとして観

察会などで活用されている．

2. 林道怒田沢線．林道高宕線

これ らの林道のうち林道高宕線の南方と林道怒田沢

線には主に中新統天津層の砂質泥岩が露出する．それ

らが風化に伴い大小の崩落を起こしているため，

1 999 年以降きめ細かく打ち合わせを行いなが ら施

工を検討している．

また，千葉県内の地層中には数多 くの凝灰岩鍵層が

挟在するが， こ の中で特に房総半島から三浦半島まで

追跡されている凝灰岩鍵層 Am78 (中新統天津層中の

鍵層（通称 ： Ok). ト部 (1992) などで詳細に追跡され

ている ） も工事予定の砂質泥岩の法面中に存在するこ

とが判明した． この露頭は「君津市史ー自然編ー」（篠

崎， 1 996) , 「三浦層群下部鍵層集 I」 （千葉県立中央博

物館， 1 997) でも写真入 り で紹介されてお り，研究 ・

教育的な観点からは可能な限り残すことが望まれた．

ー方， この法面は風化に伴い全体的に岩盤の崩落の危

険性があるため （図 3a) , できるだけ法面全体を施工

する必要があった．そのため，現場（林道怒田沢線沿

いの高宕支線起点付近）で千葉県中部林業事務所と千

葉県立中央博物館の担当者が慎重に打ち合わせを行

い， その結果そこで凝灰岩鍵層 Am78 周辺のみを露

出させ， その他の露出部分は 2001 年にモルタル吹き

付け施工することとなった （図 3b).

3. 林道渕ヶ沢支線

本支線では鮮新世に堆積した清澄層が露出し，海底

土石流の跡（タ ー ビダイト ） を道路沿いで安全に観察

できるルー トであるため，工業技術院地質調査所（当

時）主催による教員対象のティ ー チャ ー ズ • サイ エ ン

スキャンプ '99 (徳橋， 2000b) や 日本地学教育学会の

巡検 （高橋ほか， 2001 ) などの観察会や学会および大

学の授業の実習や巡検でも活用されている．

また，本ルート 沿いには清和県民の森のキャンプ場

があるため， ここを訪れる親子向けに地層の説明看板

を 2003 年に 2 カ所設置した（図 4, 5). 設置場所は観

察者の安全を確保できるように入念な打合せを行って

選定した． これ らの説明看板にはタービダイト の説明

と凝灰岩鍵層の説明を施してあり，看板だけなく，法

面に露出する凝灰岩鍵層にも直接名札を設置して，よ

り分かりやすく説明するよう配慮した（図 5).

この野外展示によって，地質の専門家だけでな く，

一般の方々にも千葉県の大地に興味を抱いていただけ

るよう努力した ．
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図 3. 林道高宕支線起点の凝灰岩鍵層 Am78 (通称 ： Ok) が露出する露頭. a: 施工前の様子. b: 施工後の

様子．凝灰岩鍵層が露出するように施工した ．

図 4. キャンプ場前に設置したタ ー ビダイトを説明した看板．

4. 林道渕ヶ沢奥米線

清和県民の森では千葉県立中央博物館分館山の博物

館（仮称）の設置準備のため， 1996~ 1997 年度に環

境調査が行われたことで凝灰岩鍵層の位置づけが確立

され始め，露頭でそれらの鍵層名が確認できるように

名札を設置している（卜部ほか， 2000) . 本ルート 沿

いにも凝灰岩鍵層が露出する露頭を観察できるため

（徳橋 • 石原， 2003), 鍵層名を記した名札が一部の鍵

層に対して設置されている． この鍵層名を記した名札

を利用した教育普及活動は博物館主催の観察会だけで

なく ， 工業技術院地質調査所（当時）主催による高校

生対象のサイ エ ンスキャンプ '98,'99 で も活用された

（徳橋 1999, 2000a). 

清和県民の森以外の事例

このほかに千葉県内では下総層群地蔵堂層の模式地

（木更津市地蔵堂）の法面が施工される際にも窓状に

地層が観察できるように工夫された（千葉県環境部自
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図 5. 凝灰岩鍵層を説明した看板． 凝灰岩鍵屈

の名称の名札を直接露頭に設置した（白矢印） ．

図 6. 地蔵堂層模式地の法面施工の様子．梯子
に上りながら露頑の上部まで観察できる．

然保護課 1999) (図 6) .

本露頭も観察しやすい点から工業技術院地質調査所

（当時）主催による高校生対象のサ イエンスキ ャンプ

'98,'99 (徳橋 1999, 2000) や大学の巡検コー スと し

て活用されている．

まとめ

これ らの事例は，法面施工現場において工事設計前

に管理者と有識者が連携して打ち合わせを行い，利用

者の安全が確保されれば， 法面を部分的に露出させる

ことが可能である ことを意味する．また今後は，単に

法面を露出させるだけでなく，房総丘陵を訪れた人々

が自然の豊かさを実感できるような野外展示， 教育普

及活動を充実させる必要がある．

現在は安全であっても，今後蕗頭の風化に伴い管理

方法などを検討しなければならない課題はあるもの

の， それを模索しつつ，人間が安全に自然や地球の歴

史を学べる場を後世に残し，地質学をはじめとする自

然科学の進展に寄与したいと考える．
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A Case Study of Preservation of 
Geological Outcrops along the 
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An artificial outcrop produced by construction 
of logging road in hilly area can be suitable sites 
for geological observation and educational trainｭ
ing for geology because of its easy accessibility. In 
spite of the potential value for education and reｭ
search, however, such outcrops are often covered 
with mortar in the purpose of security and road 
maintenance. Nevertheless, cooperation between 
the road manager and geological scientists may 
enable to conserve such work between the Natural 
History Museum and Institute, Chiba and the Cenｭ
tral Chiba Forest Administrator Office. It was 
successful to conserve several outcrops in Seiwa 
Kenmin-no-Mori district, Kimitsu City through the 
cooperation. 
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